
福島市立下川崎小学校 学校だより 【 教 育 目 標 】

夢 き ら り ☆
令和５年１２月２０日

１２月１１日

朝の会

「寒い」の反対は「暑い」、「大きい」の反対は「小さい」で

すが、「ありがとう」の反対は？と問いかけたところ、あまり

返答は返ってきませんでした。答えは右の表の通り「当たり前」

です。当たり前と思っていることもよく考えてみると様々な人

に支えられていることに気づくはずです。

ですから、いろいろな場面で支えてくれている人たちに素直

に「ありがとう」と言えることがかっこいいですね。

「ありがとう」という言葉がたくさん聞こえる下川崎小学校にしていきたいですね。

避難訓練 １２月１日（金） 防災教室 １１月１７日（金）
今回の避難訓練は予告をしないで行いま 防災教育の一環として学級ごとに防災教

した。休み時間で先生が近くにいない状況 室を行いました。災害が起きたときはどん
でしたが、放送をよく聞いて指示に従い安 な行動をとればいいのか、各学年で分かり
全に素早く避難することができました。 やすく工夫して指導しました。
災害は起きない 最後に火が使えな

方がいいですがい いとき、水だけで食
ざというときに自 べられるアルファ米
分の命を守れる子 の小さなおにぎりを
どもたちを育てて 食べて災害時の疑似
いきたいですね。 体験をしました。

なわとび教室 １２月１２日（火） 図書ボランティア活動
２月のなわとび記録会に向けて、講師の １２月６日、８日、１３日、１５日

先生をお迎えしてなわとび教室を行いまし 図書館データ化作業に伴い、本に新しい

た。力の入れ方やタイミングなどを教えて 背ラベルを貼る作業を、図書ボランティア

いただき、初めて の方たちに手伝って

二重跳びができた いただきました。予

子もいました。冬 定より早く終わり冬

休みもがんばって 休みの本の貸し出し

ほしいですね。 ができました。

ありがとう

有り難う
有ることが難しい

（珍しくて貴重だ）

反対は？

当たり前



こんにゃく作り１１月２１日 こむこむ館見学 １２月１３日

４年生がJAの方とコンニャクイモを作 ４年生がこむこむ館見学に行ってきまし
っている農家の方に教えていただきながら た。プラネタリウムを見たり、ワークショ

こんにゃく作りを行いました。 ップに参加したりと充実した時間を過ごす

芋がこんにゃくになるまでの過程を初め ことができました。

て見て驚きながらの作業でした。 その後、古関裕而記念館に行き、福島市

コンニャクイモの栽培についても学び、 出身の古関裕而さんの功績を知ることがで

最後においしいこ きました。

んにゃくを食べる ふるさとに誇りを

ことができ、貴重 もつことができるよ

な体験となりまし うになるといいなと

た。 思います。

豆腐作り １１月３０日 ユネスコ出前授業 １１月２４日

５年生がJAの方に教えていただきなが ５年生がユネスコ協会の方を講師に迎え

ら豆腐作りを行いました。 てユネスコについて学びました。ユネスコ

ていねいに教えていただいたおかげで、 が行っている様々な活動を知り、自分たち

大豆から豆腐になるまでの作業をしっかり が今学習しているSDGｓとの関連について

と行うことができました。 も学びました。

出来立ての豆腐 自分たちの身の回

はとてもおいしく、 りの環境についても

いつも食べている 考え、これからでき

ものとは少し違う ることを考えること

と感じたようでした。 ができました。

南消防署見学 １１月２９日 学年行事６年 １１月２８日

３年生が社会科の学習の一環として南消 ６年生が学年行事として親子一緒に過ご

防署を見学してきました。施設の中や消防 す時間を作りました。給食を一緒に食べ、

車の中などを見せていただき、初めて知る その後クイズなどをして楽しく過ごし、最

ことがたくさんありました。 後にはオルゴールの制作を親子共同で行い

たくさん出てきた質問に丁寧に答えてい ました。

ただきとても有意義な時間を過ごすことが 給食を一緒に食べることやオルゴール制

できました。 作で一つのものを

消防服を着せて 一緒に作る機会は

もらうなど貴重な 普段なかなかない

体験をすることが ので思い出に残る

できました。 時間となりました。


